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法人名 ： 労働者協同組合あるく

所在地 ： 熊本市東区秋津町秋田3445-43

設立  ： ２０２２年１１月２１日

事業内容 ： 障害福祉サービス 生活介護
（2023年12月1日 熊本市指定）

事業所の所在地 ： 熊本市東区沼山津3-13-25

事業所の名称 ： 生活介護事業所めりい

組合員数 ： 10名

出資一口の金額 ： １万円（１口以上）

出資総口数 ： 371口

基本情報 （2024年9月現在）
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始まり（あるく＝フィンランド語で始まりの意味）

    偶然点けたテレビ番組

     「協同労働」の特集番組で法制化されることを知る。

        ・働く人が出資し運営に意見を反映させて共に働く。

     ・仲間と徹底的に話し合い、一つひとつをみんなで決めていく。

     ・人と地域に役立つ仕事をする。

     ・自分たちの働き方もみんなで決める。・・・

「こんな考え方に賛同して集まる仲間となら何かできそう」
という思いを強く抱く

3



きっかけとなった想い

1，障がい児・者支援に関わる中で出会った

                        子ども達とそのご家族の存在

・障がいが重いほど少ない受け皿。

 ・親の高齢化に伴う老障介護の現実・・・親なき後、先の見えない不安。

2, 支援者としての想い
・既存のサービスだけでは補えない小さな困りごとに、自分達の価値観や

 現場の判断が直接反映されるような、柔軟で大らかな支援ができたらいいな。

・全てを請け負うことはできないけれど、少しでも長く住み慣れた場所で希望

 する生活を続けるために必要な、「こんな事できたらいいね！あったらいいね！」

 が形になる、そんな職場があったらいいな。
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労協法の学びと仲間作り
2021年（令和3年）

・ネットで検索、「協同で働くガイドブック」を取り寄せる。

6月 ワーカーズコープ・センター事業団九州事業本部より来訪して頂き、

 直接説明を受ける。

（熊本で関心を寄せるメンバーの存在を知る）

7月 定期的な熊本メンバーとのZoomミーティングと研修会へ参加。

8月 労働者協同組合法学習会＠熊本開催

 （コロナ感染拡大の影響で対面でのミーティングが出来ない状況が続く。）

               「こんな事したい・できたらいいね」から

具体的な話に発展しないまま年越しすることに・・・
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法人設立へ向けて
・2022年（令和4年）
4月 ワーカーズコープ・センター事業団九州本部より再度来訪して頂き、

 協同労働に関心を寄せる新しいメンバーで説明を受ける。

5月 事業団スタッフ・初期メンバーと新メンバー合同で対面での初ミーティ

 ングを実施 （欠席者を含め、法人設立メンバーとなる意思確認）

6月 法人設立メンバーが確定 （社会福祉士2名 介護福祉士3名 計5名）

継続して、事業団スタッフ・法人設立メンバーでのミーティングを実施。

（法人設立に向けてやるべき事の確認を行い、できることから取り組むことに）

・熊本市及び県域の障害福祉サービス指定枠と申請に関わる必要事項の
確認や他県事業所の見学等を実施。
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7月

事業計画

  ・令和5年1月法人設立、令和5年5月の事業開始

・事業内容・・・生活介護（デイサービス）

・自宅への送迎、入浴支援、昼食の提供が可能な物件の確保

・定款、申請書類作成の準備

資金計画

    ・出資金一口1万円・・・法人設立時100口を設定

  ・事業資金の調達・・・経営がプラスに転じるまでに必要な諸経費（人件費、入居費、

設備購入費等）

難航する物件探し

・複数の不動産会社への依頼、友人知人からの情報等、多方面から協力を頂き、

数ヶ所の内覧を実施するも、条件に見合う物件が見つからず・・・

再びコロナ感染拡大
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急展開 一気に法人設立へ
10月27日 候補地の一つに挙げていた地域の指定枠が無くなっている事

 が発覚。

熊本市での申請に絞られる

＊熊本市では次年度に障害福祉サービスの指定を希望する事業者に対して、12月

に事前相談が実施される。事前相談への申請には法人であることが必須条件。

11月末までに法人格を取得する必要に迫られる。

10月30日 緊急ミーティング

期日までに法人格を取得する為の流れを確認して、設立総会を11月15日に設定。

10月31日 公告
熊本市の事前相談までに提出すべき書面の作成期限と、設立総会までの

日程が重なり追い込まれることに・・・

・総会に必要な書面の確認と準備、外部監事の依頼、法人印の発注等々・・・

・定款に関することは専門性を要する為、司法書士社会保険労務士事務所に依頼
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11月15日 19時30分～設立総会

難航していた物件探し・・・総会当日に建て貸しの申し出を受けるという奇跡・・・

11月16日 出資金の第1回払い込み

登記申請の準備

熊本市事前相談書面の提出

11月21日 熊本法務局へ届け出（法人設立日となる）

12月2日   熊本県へ届け出

熊本県初、全国8番目の労働者協同組合法人となる。
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事業開始に向けて
2022年（令和5年）12月8日 「労働者協同組合あるく」として、熊本市に、
生活介護事業の指定についての事前相談へ・・・

12月28日 令和5年度の指定候補事業者に選定されたとの連絡を受ける

2023年（令和5年）1月～

・夏には事業開始できるように工事が進む予定が・・・・大幅に遅れて

6月14日 地鎮祭 （6月末 基礎工事着工）

  9月中の 建物完成・引き渡し（引き渡し後、直ちに入居可能）

資金計画、事業計画の再検討
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事業開始に向けて

10月1日の熊本市指定・事業開始の想定で準備を進める

・熊本市との事前協議開始、申請関係書類準備

・8月申請書類の提出

・送迎車両等、準備に時間を要する物の発注
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打ち合わせ、ミーティング、総会の様子
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建設予定地

地鎮祭後の7月、線状降水帯による大
雨により、建設予定地が浸水の被害を
受け地盤のかさ上げ工事が必要になる。

完成予定が更に遅れることに。
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建設工事が大幅に遅れて年内の事業開始も危うくなる中・・・

・予定どおり８月１日に熊本市への申請書類を提出する。
・事業開始後、利用者の特性に応じて提供できる作業を開拓するために、
その準備作業に取り組む。
・建物の引き渡し日が確定した時点で事業所の広報を行うなど、必要な準備
をしながら完成を待つ。

       ・11月1日の新メンバーの加入に合わせて2回目の出資と追加借入を実施。

上棟式：地域の方々も参加してにぎやか
に餅投げが行われました。
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2023年12月1日

「生活介護事業所めりい」
開所式

各関係機関をはじめ、多くの地域の皆様
利用者の皆様にもご臨席頂いて和やか
で楽しい開所式を行うことが出来ました。

＊小さな部屋に並べた椅子が満席になりました。

大家さんはじめ、快く私達を受け入れて下さった地
域の皆様、立ち上げから様々なアドバイスや手続
き等で助けて頂いた関係機関の皆様、工事を急
ピッチで進めて頂いた工事関係者の皆様、応援し
てくれた友人知人、そして家族の皆様・・・

心より感謝申し上げます♡
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事業開始から順調に伸びる事業実績

地域生活を支える支援への取り組み
・利用者の特性や好きなことを活かせる日中活動

・買い物支援 （金銭管理）、洗濯、衣類管理

・送迎時、ご自宅内のエアコンや服薬、食事の状況確認と支援

・体調等に応じた短時間利用や、月１日利用からの受け入れ

・強度行動障害や医療的ケアへの対応・・・等々

順調に利用者数が増え半年で黒字化の

見通しは立ったものの・・・・

事業開始までの大幅な遅れが影響して

このままでは8月を乗り切れない状況に・・・

＊3回目の出資及び借入の実施

＊労働者協同組合設立に伴うスタートアップ補助金の申請
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・みんなの意見をまとめて掲げた目的（定款）に沿って

本組合は、同じ志を持つ仲間で出資し同等の権利を持って対話を重
ね、それぞれの思いや願いを尊重し合い、心地よい働き方を探求しな
がら、社会福祉に関わる事業及び地域の課題や一人ひとりの困りご
とを解決するための仕事を通して障害の有無や年齢・性別等に関わ
らず誰もが住み慣れた地域で、その人らしく生活し活動できる社会を
構築することを設立、存立の目的とする。

・毎月1回、会議の日を設定。
利用者の個別支援の内容から活動内容・行事予定等、「生活介護事業所めりい」
に関わることから、「労働者協同組合あるく」に関わる内容、研修まで、全員で取り
組んでいる。

ただ決められた事をやるだけの仕事でなく、
働く人も利用する人もその人なりに楽しく過ごせる時間が増えるような
「心地よく働き・心地よく利用できる」そんな居場所があったらいいね
そんな場所を作りたいね を、少しずつ形に・・・
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ご清聴ありがとうございました。

「生活介護事業所めりい」が始動して感じる
協同労働という新しい働き方の魅力と今後の課題

現場で働く労働者＝決定権者であるということのメリット
 ＊ 働く中で見えてくる課題に対して、現場の意見が直接反映され改善できる。

 

十分に話し合って想いを共有してきた仲間でも、なんとなく違う！は、
出てきて当然。

・お互いの想いを尊重しながら、前向きに話し合いを続けて着地点を
 見いだす努力を惜しまない。

 

 社会に必要な良い仕事も、収益に繋がらなければ継続できない。
＊ 安定した収益に繋がる事業をしっかり展開しながら、自分達の想いを活か
せる仕事や働き方を模索している。
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